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● GttHubで開発者にインタビューをして、大規模なコミュニティでの活
動の透明性の価値を調査した
➢ 見える活動から人は何を推測するのか
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● インターネットが急速に社会的になった

➢ Facebook, Twitterなど

● 今までにない透明性

➢ 他者の活動が見える、制作物がシェアできる

● この透明性にはどんな利益があるのか

背景
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先行研究

● awareness(意識)についての先行研究

➢ 小さなグループで活動情報の価値を評価した

■ メンバーの活動を通知することで、他のメンバーの活動のメンタル

モデルを維持

■ コーディングの衝突の回避

● ソーシャルなWebサイトでは、人は観察したことから推論する

● 大規模なコミュニティでは上記が当てはまるのかあまりわかっ

ていない
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目的

● 大規模なオンラインのWebサイトで活動の透明性の有用性を

理解したい

● RQ
1. Webベースのワークスペースと透明性が統合された時、人々は

何を推測するのか

2. 協力してする仕事での透明性の価値は何か
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GitHub

● Webでの開発機能＋SNS機能

● 個人のプロフィールや活動が見れる
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データセット

● GitHubユーザ24人にインタビュー
➢ GitHubでのwatch80以上のプロジェクトを所有

➢ 使用目的とヘビーユーザーかどうかで分類

➢ 45分〜1時間程度

● グラウンデッド・セオリー
➢ データを文章化し、主観ではない方法で分析
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結果1：活動の透明性から人は何を推測するか
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結果2：透明性の価値
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● 他人の振る舞いから協力活動

● プロジェクトを管理する

➢ 開発者を募る、ユーザーのニーズを認識する、コード貢献を管

理する

● 他人から学ぶ

➢ Rockstarをフォローする、whatchしているプロジェクトを観察す

る、新しい技術を知る、直接フィードバックを受ける

● 評判を管理する

➢ 自分を宣伝する、開発現場で開発する



まとめ

● オープンなソーシャルソフトウェアリポジトリから個人がどのよ

うに他者の行動の情報を判断するのか調査した

● コミット、仕事の質、コミュニティの規模、人格の妥当性から推

論する

● これらの推論から協力作業、学び、評判の管理をすることが

わかった
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所感

● グランデッド・セオリー？

➢ インタビューが研究になる？

➢ インタビュー内容を知れるのはいいなと思う

● 結果は想像しやすい

➢ みんな同じようなことを考えてる
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